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◇ 大学評価・学位授与機構が行う大学評価

○大学評価･学位授与機構が行う大学評価について

１ 評価の目的
大学評価・学位授与機構（以下「機構 ）が実施する」
評価は，大学及び大学共同利用機関（以下「大学等 ）」
が競争的環境の中で個性が輝く機関として一層発展する
よう，大学等の教育研究活動等の状況や成果を多面的に
評価することにより，①その教育研究活動等の改善に役
立てるとともに ②評価結果を社会に公表することによ,
り 公共的機関としての大学等の諸活動について 広く, ,
国民の理解と支持が得られるよう支援・促進していくこ
とを目的としている。

２ 評価の区分
機構の実施する評価は，平成 年度中の着手までを14

12段階的実施 試行 期間としており 今回報告する平成（ ） ，
年度着手分については，以下の３区分で，記載のテーマ
及び分野で実施した。
① 全学テーマ別評価（ 教育サービス面における社「
会貢献 ）」

（「 」 「 （ ）」）② 分野別教育評価 理学系 医学系 医学,
（「 」 「 （ ）」）③ 分野別研究評価 理学系 医学系 医学,

３ 目的及び目標に即した評価
機構の実施する評価は，大学等の個性や特色が十二分
に発揮できるよう，当該大学等の設定した目的及び目標
に即して行うことを基本原則としている。そのため，大
学等の設置の趣旨，歴史や伝統，人的・物的条件，地理
的条件，将来計画などを考慮して，明確かつ具体的な目
的及び目標が設定されることを前提とした。

○分野別教育評価「理学系」について

１ 評価の対象組織及び内容
このたびの評価は，文部科学省から要請のあった６大
学（以下「対象組織」という ）を対象に実施した。。
， ，評価は 対象組織の現在の教育活動等の状況について

原則として過去５年間の状況の分析を通じて，次に掲げ
る６項目の項目別評価により実施した。
) アドミッション・ポリシー（学生受入方針）1
) 教育内容面での取組2
) 教育方法及び成績評価面での取組3
) 教育の達成状況4
) 学生に対する支援5
) 教育の質の向上及び改善のためのシステム6

２ 評価のプロセス
① 対象組織においては，機構の示す要項に基づき自
己評価を行い，自己評価書（根拠となる資料・デー
タを含む ）を機構に提出した。。
② 機構においては，専門委員会の下に評価チームを
編成し，自己評価書の書面調査及び対象組織への訪
問調査の結果を踏まえ，その結果を専門委員会で取
りまとめた上，大学評価委員会で評価結果を決定し
た。
③ 機構は，評価結果に対する意見の申立ての機会を
設け，申立てがあった対象組織について，大学評価
委員会において最終的な評価結果を確定した。

３ 本報告書の内容
「 」 「 」Ⅰ 対象組織の現況 Ⅱ 教育目的及び目標及び
は，対象組織から提出された自己評価書から転載してい
る。なお，評価対象組織を分かりやすくするために，対
象とした学科・専攻の組織関係図を「Ⅰ 対象組織の現
況」の末尾に当該大学の確認の上で示している。

は，評価項目ごとに，特記す「Ⅲ 項目別評価結果」
べき点を 「特色ある取組，優れた点」及び「改善を要，
する点，問題点等」として記述している。
，「 （ ） （ ）」 ，また 貢献 達成又は機能 の状況 水準 として

以下の４種類の「水準を分かりやすく示す記述」を用い
ている。
・ 十分に貢献（達成又は機能）している。
・ おおむね貢献（達成又は機能）しているが，改善
の余地もある。
・ ある程度貢献（達成又は機能）しているが，改善
の必要がある。

（ ），・ 貢献しておらず 達成又は整備が不十分であり
大幅な改善の必要がある。
なお，これらの水準は，当該対象組織の設定した教育
目的及び目標に対するものであり，相対比較することは
意味を持たない。

は，各評価項目を通じた事柄「Ⅳ 総合的評価結果」
や全体を見たときに指摘できる事柄について記述してい
る。

は，評価結果を要約して示し「Ⅴ 評価結果の概要」
たものである。

は，評価結果に対「Ⅵ 意見の申立て及びその対応」
する意見の申立てがあった対象組織について，その内容
とそれへの対応を示している。

４ 本報告書の公表
本報告書は，対象組織及びその設置者に提供するとと
もに，広く社会に公表している。

広島大学大学院理学研究科
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Ⅰ 対象組織の現況

・研究科名及び所在地 ： 広島大学大学院理学研究科

（広島県東広島市鏡山一丁目３番１号）
・研究科・専攻構成 ： 数学専攻，物理科学専攻，化

学専攻，生物科学専攻，地球惑星システム学専攻，

数理分子生命理学専攻
・学生総数 ： 508名

・教員総数 ： 154名

広島大学大学院理学研究科は，数学専攻，物理科学
専攻，化学専攻，生物科学専攻，地球惑星システム学専

攻及び数理分子生命理学専攻の６専攻で組織されてい

る。理学研究科には，附属教育研究施設として，臨海実

験所，宮島自然植物実験所，両生類研究施設及び植物遺
伝子保管実験施設が設置されている。

理学研究科は，昭和４年創設の旧制広島文理科大学

の理科系学科を母体として昭和24年に設立された新制広
島大学理学部の発足に伴い，昭和28年に設置された。大

， ，学院は すでに広島文理科大学時代から設置されており

文理科大学時代は数学，物理学，化学，動物学，植物学

及び地質鉱物学の各専攻で，合計223名の理学博士を輩
出している。広島大学大学院理学研究科は，文理大時代

と同じ６専攻でスタートし その後 物性学専攻増設 昭， ， （

）， ［ ］ （ ），和43年 遺伝子科学専攻 独立専攻 増設 平成５年

動物学専攻及び植物学専攻を生物科学専攻に改称（平成
５年 ，地質学鉱物学専攻を地球惑星システム学専攻に）

改組（平成８年 ，物理学専攻と物性学専攻を再編し物）

理科学専攻に改組（平成10年）を経て，平成11年度と12
年度に大学院の整備を行い，数学専攻，物理科学専攻，

化学専攻，生物科学専攻，地球惑星システム学専攻及び

数理分子生命理学専攻（数学・化学・遺伝子科学専攻の

一部を改組・再編し平成11年度に新設）の６専攻の現体
制になった。この間，広島大学大学院理学研究科は，広

島大学の自然科学系基礎科学の教育研究において中心的

な役割を果たし，平成13年３月までに1,316名の理学博
士又は博士（理学）が誕生している。

広島大学理学研究科では，自然界における新たな現象

の発見やこれらを理解するための理論の構築など，今日

の高度科学技術の進展の基礎を支える基礎科学の教育研
究を体系的に行っている。理学研究科では，数多くの分

野において高いレベルの研究を展開しており，得られた

成果は基礎科学の学問的発展に貢献するのみならず，大

学院生・学部学生の教育において，また社会との知的連
携において積極的に活かされている。
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【 】評価対象組織関係図

◎ 網掛けした専攻が評価対象
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Ⅱ 教育目的及び目標

１．教育目的

広島大学は建学の精神を継承し，

①平和を希求する精神

②新たなる知の創造

③豊かな人間性を培う教育
④地域社会・国際社会との共存

⑤絶えざる自己変革

の理念５原則を掲げている。この５原則に立脚して広島
大学大学院は，①学術の基盤的研究を推進してその深奥

を極め，②諸学問の総合的研究及び先端的研究を推進し

て新しい学問を切り開き，③これらを通じて高度の研究

・応用能力と豊かな学識を有する研究者及び高度専門職
業人を養成することにより，④世界の学術文化の進展と

人類の福祉の向上に寄与することを目的としている。

広島大学大学院理学研究科では，理学の目的である自

然の真理を探求することを通して，知的文化を創造し，
それによって人類の調和ある進歩に役立つことを理念と

している。昭和４年創設の広島文理科大学の伝統を受け

て，理学の各分野において専門の研究を深め，最前線の
研究を進めることによって，国際的学術研究の中心的役

割を果たすことを目指している。また，研究成果に基づ

き創造性豊かで，自然と生命を尊重する心を大事に考え

る教育を行い，優れた人材を社会・教育界・学界に送り
出す努力を重ねている。特に，学部教育を土台としなが

ら，幅広い基盤を持つ人材を受入れ，専門的研究活動へ

の参加を通じた教育を行うことにより，①現代科学の基

盤となる基礎科学を担い，次代の基礎科学のフロンティ
アを切り開く実力を持った研究者，②高度の専門的知識

， ，と技能を身に付けて 社会的要請に対応できる人材など

国際化した現在社会の各方面で活躍できる人材を養成す
ることを目指している。

２．教育目標

理学研究科共通の，大学院教育の基本的な目標・方針

は，次のとおりである。

１） 多様な学生の受入：大学院の入学試験に関して，
一般の入学試験の他に，推薦入試，社会人特別選抜

入試，高年齢者を対象とする社会人特別選抜入試，

学部３年生を対象とする特別選抜入試，留学生特別
選抜入試など，様々な入学者選抜方法を導入し，多

様な学生を受入れ，その教育を行う。

２） 自然科学についての幅広い分野の履修：各専攻に
おいて重要な科目は必修として基礎的な学力を付け

るとともに，選択授業科目の充実により幅広い分野

について学べるようにする。さらに，他の自然科学
系の研究科との共通講義の開講などにより，自然科

学の幅広い領域にわたって学習できるようにする。

３） 学年に応じた教育研究内容：博士課程前期におい

ては，幅広い基礎的な内容から学び，順次，専門分
野の専門的内容・先端的な研究内容，さらに関連分

野の研究成果を学ぶことができるようにする。博士

課程後期においては，専攻分野の精選された内容に

ついて深く学び，独創的研究への発展へと導く。
４） 研究能力の開発：セミナーは少人数で行い，基礎

的なテーマについて深い議論ができるようにする。

セミナーへの学生の積極的な参加により，学生の思
。 ， ，考能力を高める また セミナーや個別指導により

研究発表能力の向上を図る。

５） 国際感覚の養成：英語での講演会や授業，外国の

大学での研究・教育プログラムへの参加などにより
学生の国際感覚を養う。

６） 学際的・先端的研究の紹介：他大学や学内の他部

局・センターの教員による重点的領域の講義・講演

を積極的に取り入れ，学際的・先端的研究の動機付
けの機会を増やす。

７） 新しい学問領域への積極的挑戦：基礎科学の多様

化に対応し，領域横断的な新しい学問領域を積極的
に立ち上げることにより，次代のフロンティア的な

研究に挑戦する気概を育成する。また，複数指導教

員制の導入により，領域横断的な研究に挑む学生を

支援する。
８） 学生への支援体制：指導教員の責任のもとで，多

様な学生に対応した指導を充実させる。また，指導

教員とは別の立場から，チューターや就職担当教員
による大学院生の学習・生活・進路に関しての支援

を行う。

９） 教育の質の向上及び改善のためのシステム整備：

大学院教育の現状や大学院生の教育達成状況を把握
して，教育の質の向上及び改善を図る。

各専攻の教育目標

各専攻では以下の固有の教育目標を掲げている。

数学専攻

数学は，論理性と普遍性を基軸とした人類文化を代表
する学問であり，近年はコンピュータによる情報化社会

の進展とも相まって，数学の利用はますます広範かつ高
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度なものとなってきている。このような状況を踏まえ，

数学専攻は，各分野における専門研究を深化し，国際学
術研究の中心的役割を果たすことを希求している。さら

に，高度な専門的研究活動への参加を通じて，将来の数

学の発展を担う研究者を養成することを目標とし，同時

に現代数学の本質とその学問的・社会的位置付けを理解
した教育者，情報化社会のニーズに応える高度な数学的

思考能力・創造力を持った人材を養成することを目指し

ている。
これらの実現に向けて，以下の項目に留意する。

１） 専門分野の系統的理解と数学の幅広い分野の先端

的研究の概観が可能な教育課程

２） 数値や論理等を扱う関連分野への関心の喚起と情
報機器の有効性・有用性の体得

３） 数学図書室・計算機室・院生室・セミナー室など

の教育研究環境の整備・充実

４） 自発的研究の動機付けと，セミナー及び全国・国
際レベルでの議論・発表機会の確保

５） 他専攻・他研究科・他大学等教員との協力による

幅広い教育
６） 高度な計画の立案・遂行能力の開発につながる修

士・博士学位論文執筆

物理科学専攻
進路に応じた教育目標を定めている。

１） 修士の学位を取って高度職業人を目指す学生

（基礎）１年次：学部の物理基礎教育の上に専門分

野に通ずる高度な基礎学力の修得。研究テーマに
沿った専門の学習。英語の専門書，論文が読みこ

なせる。

（専門）２年次：修士論文用研究テーマに沿った専
門分野の学習を通じて，研究の遂行，結果のまと

め及び発表の過程で，理科学の専門的知識の修得

と活用法，物理的研究手法とその活用法，正確な

表現法を学ぶ。

２） 博士の学位取得により研究者及び高度専門職業人

を目指す学生

（基礎）セミナーで専門的な書籍，論文を読み最先
端の物理科学を修得するとともに，指導教員や研

究仲間と議論・討論を通じてより深い理解を得

る。その過程で研究テーマを発見し，そのテーマ
にアプローチする能力を養う。

（専門・応用）博士論文用研究を深く追求する過程

， ，で 緻密な実験観察の手法や論理展開法を訓練し

深い洞察による問題解決法の発見や，それを正確
にかつ定量的にまとめ，英文で論文を発表する手

法を修得することにより自立した研究者及び高度

専門職業人への道を学ぶ。

化学専攻

化学専攻は，学部教育での化学を体系的に身に付け

た人材とともに，他分野の教育基盤を持つ人材を新たに

受入れ，物質科学の中心を占める基幹学問としての化学
とその関連分野における最先端の領域を切り開いていく

研究者及び高度な専門的知識を有する職業人を養成する

ことを目的とする。現代科学の急速な学際化・国際化・

情報化に対応して，以下の教育目標を設定する。
１） 化学の専門的知識を体系化して教えるとともに，

他分野の基盤を持つ人材にも配慮した幅広い教育を

行う。
２） 化学分野の学際的な研究領域の拡大に応じ，他分

野の研究者と交流し最先端の研究に触れることので

きる教育を行う。

３） 社会的要請に対応するために，化学とその関連分
野における高度専門職業人を養成する教育を行う。

４） 社会の国際化・情報化に対応するために，英語教

育・情報教育を併用した化学専門教育に積極的に取

組むことを目標とする。

生物科学専攻

生物科学専攻では，多様な生物現象を分子から集団レ
ベルまで様々な視点で教育研究し，生物現象を多角的に

捉え，基礎科学に貢献する独創的人材の育成に努める。

特に以下の項目に留意する。

１） 生物科学の広範な学問分野とその研究方法につい
て教育を行い，生命の多様性を生み出す普遍法則の

理解を目指す。

２） 学習・研究の到達状況を把握するとともに，研究

発表の方法を学ぶ機会を設ける。
３） 大学間協力等の国際交流を通して， 教育研究に

おける国際的感覚の養成を図る。

地球惑星システム学専攻

地球惑星システム学専攻では，地球の過去及び現在の

姿をよりよく理解し，地球の未来を予測することを目指

して，地球惑星科学の広範な分野の教育研究に取組んで
いる。以下の項目に留意して，太陽系の進化，地球の誕

， ， ， ，生と進化 地球内部の探求 地球環境の変遷 地下資源

自然災害，自然環境などの問題について体系的に教育研

究を行っている。
１） 幅広い分野の教育研究：教育研究分野が多岐にわ

たる地球惑星システム学において，異なる分野の理

解を深めるとともに，大学院生の研究テーマについ
。て広い視野の中で位置付けを行えるように指導する

２） 研究発表トレーニングと国際感覚の向上：研究発

表のまとめ方や発表方法のトレーニングの場を設け

るとともに，専攻に在籍している留学生や外国人研
究者による英語による研究発表も行い，日本人学生

の国際感覚の向上に役立てる。

３） 地球惑星科学に関する知識と手法の修得：地球惑

星科学に関する高度な専門知識と専門的手法を修得
， 。し 深い洞察力を有する学生を育成する教育を行う
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数理分子生命理学専攻

数理分子生命理学専攻は，複雑系の典型である生命現
象に焦点を当て，生命科学と数理科学の融合による新し

い研究領域の創成を目的として平成11年４月に設置され

た 数理分子生命理学専攻は生物系 化学系の実験グルー。 ，

プと数理系の理論グループから構成され，生命現象に対
し分子，細胞，個体のそれぞれのレベルでの実験的研究

を行うとともに，計算機シミュレーションや理論的研究

によって，生命現象を支配する基本法則を統合的に解明
していくことを目標にしている。このように学際的な特

色を持つ数理分子生命理学専攻では，教育目標として，

特に以下の項目に留意している。

１） 新しい分野を切り開いていく意欲を持った学生を
自然科学の幅広い分野から受入れる。

２） それぞれの専門的講義を体系的に編成し，専門的

基礎を学生に教育するとともに，学際的研究の重要

性を認識するために，生命科学，数理科学に共通す
る入門的講義を行う。また，各専門分野における先

端的な研究成果をわかりやすく紹介するセミナー形

式の講義を開講し，広く学生に興味を促す。
３） 多面的な視点を備えた創造的な研究者の育成のた

めに，個々に対応した研究教育指導を行う。
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Ⅲ 項目別評価結果

１．アドミッション・ポリシー（学生受入
方針）

ここでは，対象組織における「アドミッション・ポリ

シー（学生受入方針 」の策定及び周知・公表状況やそ）

「 」 ，の方針に沿った 学生受入の方策 の実施状況を評価し

特記すべき点を「特色ある取組，優れた点 「改善を要」，
する点，問題点等」として示し，教育目的及び目標の達

成への貢献の程度を「貢献の状況（水準 」として示し）

ている。

◇特色ある取組・優れた点
理学研究科では，幅広い基盤を持つ人材を受入れて専

門的研究活動への参加を通じた教育を行うことにより，

「現代科学の基盤となる基礎科学を担い，次代の基礎科
学のフロンティアを切り開く実力を持った研究者 「高」，

度の専門的知識と技能を身に付けて，社会的要請に対応

できる人材」など国際化した現代社会の各方面で活躍で

きる人材を養成することを目指している。この目的に照
， ， ， ，らして 学部４年次卒業生以外に 学部３年生 社会人

高年齢者，留学生など多様な学生を受入れるように方針

が策定されている。また，平成11，12年度の大学院整備

（大学院重点化）後には，専攻ごとに教育目的及び目標
に沿って求める学生像等を示した 受入方針を策定学生

し，平成14年度博士課程前期の一般入試の募集要項，理

学研究科ホームページ等を通じて，教職員，受験生，社
会一般への公表・周知を図っている。また，理学研究科

の理念・目的は，学生便覧，紹介パンフレット，ホーム

ページに記載し公表・周知を図るとともに，理学研究科

の教育研究内容の特色などを大学，研究所，企業等に広
く紹介している。これらの取組は，多様な学生を受入れ

るという目標の達成に十分貢献している。

， ， ，博士課程前期においては 一般入試のほか 推薦入試
社会人特別選抜（数学専攻のみ），フェニックス入試（

60歳程度の高年齢層を対象とする社会人特別選抜 ，学）

部３年生を対象とする特別選抜入試，外国人留学生特別
選抜の入試制度を実施している。博士課程後期において

は，一般入試のほか，社会人特別選抜，外国人留学生特

。 ，別選抜の入試制度を実施している これらの選抜方法は

「多様な学生の受入」という方針に沿った取組として優
れたものである。

◇改善を要する点・問題点等
受入方針は，専攻ごとに策定されており，研究科学生

としての方針が策定されていない。このことについて，

訪問調査時の研究科責任者から 「平成12年度に組織が，
改編されたことを踏まえ，今後，社会のニーズなども考

慮しつつ，研究科としての方針を検討していきたい 」。

との発言があり，研究科としても，その必要性は認識し
ている。このことから，教育目的及び目標に沿った研究

科全体の方針を明確化し，対外的に明示することについ

て改善を要する。

専攻ごとに策定されている 受入方針の内容は 目学生 ，「

的意識と積極性を持ち自発的に参加する学生 「多様な」，

専門性を持った学生」などが記載されている。目的及び

目標にある人材の養成の実現を見据え，多様な入試選抜
方法の位置付け，学生に求める学習経験・学力・意欲等

が記載される 受入方針の策定に向けて改善を要す学生

る。

博士課程前期における社会人特別選抜入試（数学専攻

のみ）及びフェニックス入試については，平成12年度に

。 ，おいて志願者が無い状況が見受けられる 前述のとおり
これらの入試は優れた取組であるので，その趣旨を活か

すために，今後，これらの制度の周知・公表の方法等に

ついて改善を要する。

過去５年間の入学定員に対する入学者数の割合を見る

と，博士課程前期の化学専攻で1.6倍，地球惑星システ

ム学専攻で1.7倍，数理分子生命理学専攻で1.8倍となっ
ている。また，博士課程後期の数学専攻で0.5倍となっ

ている。訪問調査時の教員の発言から，割合が高い専攻

については 「できるだけ学部学生の希望に配慮してい，

る 「組織改編前の入学定員の影響があり，今後は安定」，
していくと思われる」との発言があったが，学生確保の

取組の面で改善を要する。

◇貢献の状況（水準）
取組は教育目的及び目標の達成におおむね貢献してい
るが，改善の余地もある。
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２．教育内容面での取組

ここでは，対象組織における「教育課程及び授業の構

成」が教育目的及び目標に照らして，十分実現できる内

容であるかを評価し，特記すべき点を「特色ある取組，

優れた点 「改善を要する点，問題点等」として示し，」，
教育目的及び目標の達成への貢献の程度を「貢献の状況

（水準 」として示している。）

◇特色ある取組・優れた点
「自然科学についての幅広い分野の履修」並びに「学

」 ，際的・先端的研究の紹介 の教育目標を実現するために

①各専攻において，選択授業科目の充実により幅広い分

野について学べるようにカリキュラムを編成，②他の自

然科学系の研究科（理学，工学，生物圏科学，先端物質
科学）との共通講義（ベンチャービジネスラボラトリー

特論・実験，放射光科学特論）や共同セミナー（外国人

学者を含む学術講演会・セミナー）を開講，③他大学や
学内の他部局・センターの教員による重点的領域の講義

・講演の積極的導入などの工夫がなされている。これら

の取組は，前述の教育目標や 「新しい学問領域への積，

極的挑戦」という教育研究目標の実現の面において，優
れた取組である。特に，４研究科共通講義は，大学院教

育として新しい試みであり，特色ある取組といえる。ま

た，平成13年度に実施した「大学院生の教育研究環境に

関する調査」のこれらの取組に対する設問で，他専攻の
講義を受講している大学院生は26％，他研究科との合同

セミナー（４研究科合同セミナー）を受講している大学

院生は35.4％，他大学の教員等による特別講義や講演会
を受講している大学院生は88.7％，外国人研究者による

講義や講演への出席者は57％と高い割合を示しており，

この点からも，取組が有効に機能していることが窺がえ

る。

平成12年度の大学院重点化に併せて大学院の授業科目

で必修科目と選択科目のカリキュラムにおける位置付け
などを明確にしたカリキュラムの体系化を実施してい

る。博士課程前期においては，幅広く基礎的な内容を必

修科目を中心として学び，順次，専門分野の専門的内容

・先導的な研究内容を選択科目などで学ぶようにしてい
る。博士課程後期においては，専攻分野の精選された内

容について深く学び，独創的研究への発展へと導くよう

にしている。これらの取組は，これからの科学の急速な

発展に対応できるバランスの取れた教育として，また，
研究室中心の教育に加えて，講義・演習などを重視した

教育プログラムが整備されており，特に優れている。ま

た，前述の大学院生に対する調査のこれらの取組に対す
， ，る設問で この体系化した新しいカリキュラムについて

40％の大学院生が「適切」又は「おおむね適切である」

と回答しており，この点からも，取組が有効であること

が窺がえる。

◇改善を要する点・問題点等
前述の大学院生に対する調査で 「実験装置・図書・，

計算機などが研究を行うのに質・量ともに備わっている

か」との設問で，29.8％の大学院生が「適切であるとは
思わない」と回答しており，パソコンの不足や古さ，装

置の質と量，部屋の狭さ，実験設備の不備などが指摘さ

れている。このことから，大学院生室などの確保，パソ

コン・ネットワーク環境などの教育・研究環境の整備に
ついて，大学院生のニーズを踏まえ，改善する必要があ

る。なお，平成13年６月に，研究科の建物活用計画にお

いて，建物再配置が行われるなど，改善のための努力も
行われている。

指導教員の選定や研究課題の設定に問題が生じた場合

をはじめとして，大学院生の研究に対する意欲が低下し
数名た際に，指導教員による指導の他に，チューター（

）や就職担当教員にの学生を受持ちそのケアを行う教員

よる指導教員とは別の立場から大学院生への学習・生活
・進路に関して支援を行う制度や副指導教員制度が，理

学研究科独自の制度として平成12年度半ばから導入され

ている。これらの制度について，前述の大学院生に対す

る調査では，知っていると回答した大学院生は14％であ
り，また，訪問調査時の大学院生からも 「あまり聞い，

たことがない」との発言があった。このことから，制度

の周知の徹底などについて，改善を要する。

博士課程後期の教員の指導大学院生数について，平成

「 」13年度に教員を対象に実施した 教育業績に関する調査

では，教員１人当たりの平均で，数学専攻（0.8人 ，物）
理科学専攻（1.8人 ，化学専攻（1.5人 ，生物科学専攻） ）

（1.6人 ，地球惑星システム学専攻（1.0人 ，数理分子） ）

生命理学専攻（1.5人）となっており，教員の配置は対

院生比では適切と判断できるが，教員によって指導大学
している博士課程後期の大学院生がいない者から５名以

上指導している者まで差があるので，現状を分析し，博

士課程後期の一層の充実を図る必要がある。

◇貢献の状況（水準）
取組は教育目的及び目標の達成におおむね貢献してい

るが，改善の余地もある。
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３．教育方法及び成績評価面での取組

ここでは，対象組織における「教育方法及び成績評価

法」が教育目的及び目標に照らして，適切であり，教育

課程及び個々の授業の特性に合致したものであるかを評

価し，特記すべき点を「特色ある取組，優れた点 「改」，
善を要する点，問題点等」として示し，教育目的及び目

標の達成への貢献の程度を「貢献の状況（水準 」とし）

て示している。

◇特色ある取組・優れた点
「２.教育内容面での取組」で掲げたとおり，様々な

特別講義が開設されており，それに沿って少人数セミ

ナーや個別指導を実施するなど，教育方法の工夫がなさ

れている。このことは 「研究発表能力の向上」のため，
の取組として特に優れている。また，過去５年間の論文

発表は1,149件，学会発表は2,233件となっており，学外

での研究活動が積極的に行われていることからも指導の
適切さが窺がえる。

教育目標に沿って，各専攻において次のような工夫が

なされている。数学専攻では，博士課程前期の初年度に
おいて，専門分野の異なる数名の教員によるオムニバス

形式の必修講義や他大学の教員等を招聘し，数学教室談

話会等を開催している 物理科学専攻では 高エネルギー。 ，

加速器機構，高輝度光科学研究センター，ブルックヘブ
ン国立研究所（米国 ，スタンフォード線形加速器セン）

ター（米国）など，国内外の大型研究施設を使う共同研

究に大学院生を積極的に参加（平成12年度43名）させて
いる。化学専攻では，セミナー（Chemサロン）等を開催

している。生物科学専攻では，専攻セミナーの一環とし

て博士課程前期一年次に中間発表を義務付け，研究発表

の訓練を行っている。また，専攻及び各研究室セミナー
として国内外の研究者を積極的に招聘している。地球惑

星システム学専攻では，博士課程前期の初年度において

専攻共通のセミナーを必修科目として，研究発表のまと
めや発表方法のトレーニングの場とするとともに，留学

生や外国人研究者が英語による研究発表も行っている。

数理分子生命理学専攻では，通常の講義を補完する目的

で，学内外の研究者による先端研究を分り易く紹介する
「 」 ，数理分子生命理学セミナー を博士課程前期に開講し

必修としている。また修士論文審査会では複数分野の教

員及び大学院生が質疑応答を行う，他専攻では見られな

い特色ある審査を行っている。これらのことは 「学際，
的・先端的研究の紹介 「国際感覚の養成 「新しい学」， 」，

問領域への積極的な挑戦 「国内外との研究交流」とい」，

う教育目標を実現するための教育方法として優れた取組
である。

博士課程前期における成績評価の方法は，各科目ご

とに授業科目内容一覧に明記し，大学院生に周知されて
いる。また，博士課程前期の特別研究（修士論文）は，

各専攻ともに公開発表会で，各専攻の講師以上の教員が

全員参加して行うこととしている。学位（博士）の授与

基準は 「理学研究科における学位請求論文受理手続き，
マニュアル（平成10年３月19日研究科委員会 」により）

大学院生に周知されている。このほか，各専攻において

も，申し合せ事項を設け，基準設定を行っている。審査
， ，発表会は公開で行い 審査委員以外からの質問も受付け

質疑応答を通して研究に対する理解力を審査している。

理学研究科教授会では，審査結果を審議し，投票により

合否を判定している。専攻によっては，学位論文の予備
審査を行ったり，学位審査申請資格として査読制度のあ

る雑誌に第一著者となっている論文が 報掲載されてい２

ることを条件としているところもある。

これらのことにより，学位審査（成績評価）の方法
が大学院生に周知され，かつ，研究科全体の方針・基準

基づき，専攻ごとの研究内容や研究指導の特性に合致に

した方法を用いて実施されている点は，公平かつ客観的
， 。な成績評価を実施するという面から 優れた取組である

理学研究科附属教育研究施設として，臨海実験所，宮

島自然植物実験所，両生類研究施設及び植物遺伝子保管
実験施設が設置されており，これらの附属施設は，生物

科学専攻，遺伝子科学専攻（平成11年度より数理分子生

命理学専攻へ移行）の大学院生に積極的に利用され，附

属施設の教員の指導を受け，学位が取得されている。ま
た，理学研究科に密接に関連した学内共同利用施設が整

備されており，大学院生に積極的に活用されている。各

施設の平成12年度の利用状況を見ると，理学研究科在籍
者496名に対し，低温センターで226名，アイソトープ総

合センターで136名，機器分析センターで84名，放射光

科学研究センターで54名などとなっており，過去５年間

の利用者数の推移を見ても年々利用者が増加している傾
向にある。この点からも学内関連施設との共同研究の支

援体制が適切であることが窺がえる。

◇改善を要する点・問題点等
生物科学専攻では，学位論文の請求の条件として，原
則として査読制度のある雑誌に第一著者となっている論

文が２報掲載されていることを条件としているが，優れ

た者に早く学位を与えるとの観点からは，この条件は緩
和を検討してもよいのではないか。

◇貢献の状況（水準）
取組は教育目的及び目標の達成に十分貢献している。



- 10 -

広島大学大学院理学研究科

４．教育の達成状況

ここでは，対象組織における「学生が身につけた学力

や育成された資質・能力の状況」や「修了後の進路の状

況」などから判断して，教育目的及び目標において意図

する教育の成果がどの程度達成されているかについて評
価し，特記すべき点を「優れた点 「改善を要する点，」，

問題点等」として示し，教育目的及び目標の達成の程度

を「達成の状況（水準 」として示している。）

◇優れた点
「 のところで３.教育方法及び成績評価面での取組」

， ，も述べたが 大学院生の論文の学会発表等の状況として

平成８年１月から平成13年３月までの５年間に大学院生

が関与した論文数は1,149件（１年間の平均230件 ，国）
際会議発表が391件（１年間の平均78件 ，国内会議発表）

が1,842件（１年間の平均368件 ，受賞が１件，助成等）

の援助が33件（１年間の平均６件）となっている。この
数字から，大学院生の知識の修得や研究能力の形成の面

において，スクーリングや教育・研究指導で期待してい

る目標を十分達成している。

博士課程前期の学位（修士）の過去５年間の授与率を

見ると，平成８年度90.6％，平成９年度92.3％，平成10

年度90.8％，平成11年度93.5％，平成12年度90.8％とな

っており，過去５年間の平均が約92％となっており，こ
のことからも，大学院生の知識の修得や研究能力の形成

の面において，十分目標を達成している。

「基礎科学を担う研究者」と「高度の専門的知識を身

に付けた職業人」という研究科の教育目的・目標は，前

述のとおり十分達成されていると言える。なお，多数の

平均的な研究者や の輩出には十分力を入高度専門職業人
れているが，光り輝く少数の人材の育成にも力を入れる

ことも望まれる。

過去５年間の大学院生の進路状況を見ると，博士課程

前期の修了者は，約 が進学し，約 が就職し１／３ ２／３

ている。博士課程前期の就職者の内，教員・科学研究者

・情報処理技術者などの専門的・技術的職業従事者は90
を超えている。博士課程後期の修了者の進路は，145％

名の内，大学・高専など高等教育機関への就職は40名，

企業（研究・技術職）は20名，日本学術振興会特別研究

員・ 等がポスドク（博士課程修了後も研究を続ける者）
52名，教職が２名，その他が31名となっている。これら

の進路の状況から見て，教育目的に掲げる「基礎科学を

担う研究者 「高度の専門的知識を身に付けた職業人」」，
として，各専攻分野の特色を生かした分野で活躍の場を

得ていることは評価できる。

◇改善を要する点・問題点等
就職が困難な時代にあるが，博士課程後期の修了時に
約20％の大学院生の進路が未定となっている点について

は，改善の余地がある。

博士課程後期の学位（博士）の過去５年間の授与率を
見ると，平成８年度46.4％，平成９年度51.7％，平成10

年度55.9％，平成11年度42.0％，平成12年度39.7％とな

っており，過去５年間の平均が約47％となっており，か

なり高い割合を示しているが，自己評価でも指摘してい
るとおり，今後さらに授与率の向上に向けて具体的方策

等を検討することが望まれる。

◇達成の状況（水準）
教育目的及び目標がおおむね達成されているが，改善

の余地もある。
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５．学生に対する支援

ここでは，対象組織における「学習や生活に関する環

境」や「相談体制」の整備状況や「学生に対する支援」

が適切に行われているかを評価し，特記すべき点を「特

色ある取組，優れた点 「改善を要する点，問題点等」」，
として示し，教育目的及び目標の達成への貢献の程度を

「貢献の状況（水準 」として示している。）

◇特色ある取組・優れた点
理学研究科に隣接して中央図書館が整備されており，
授業期間中の開館時間は９時から21時，土・日曜日は10

時から17時となっている。休業期も，平日は９時から17

時まで開館している。蔵書数は約195万冊であり，雑誌

については約4,500種，このうち約1,500種のオンライン
ジャーナル化（パソコンから閲覧できるシステム）が進

められている。閲覧のための個室やグループ閲覧室も整

備されている。また，数学専攻では，40,000 冊を越え
る単行本と，960 種類以上にのぼる雑誌を有する数学図

書室が整備され，他の所属学生も利用できるよう配慮さ

れていることを学内の視察において確認した。このこと

から，大学院生が自主的に学習することが可能な教育環
境が十分整備されている。なお，訪問調査時の大学院生

からの発言で「専門誌のオンラインジャーナルの一層の

充実」について意見があった。

各種ハラスメント対策については，全学的な相談体制

ができており，ハラスメント専門相談員と各部局のハラ

スメント相談員が窓口となっている。健康相談について
は，保健管理センターが全学的センターとして機能して

いる。ハラスメント相談委員や保健管理センターなどの

全学的体制・組織は，学生便覧等により，大学院生に十

分周知されている。これらの取組は，大学院生に対する
生活支援の面から評価できる。

奨学金への応募，授業料免除申請などは，学生便覧に
案内を記載するとともに，大学院生には掲示で連絡をし

ている。さらに，留学生については担当する大学院学生

係・各専攻事務室を通して連絡を行い，応募を支援して

いる。また，就職については全学的な組織の学生就職セ
ンターが支援に当たるとともに，各専攻とも指導教員並

びに就職担当教員が親身に世話をしている。

◇改善を要する点・問題点等
数学専攻では，計算機室も整えられているほか，セミ
ナー室が大小合わせて10部屋，さらに12部屋（350m ）２

を約70名の大学院生用の部屋とし，大学院生全員に専有

の机などが用意されている。物理科学専攻では，大学院

生の全てに専用の机を，それぞれの研究グループの部屋

に用意している。大部分の大学院生が各研究グループか

ら専用のパーソナルコンピュータを貸与されている。た
だし，研究グループによって，大学院生の偏在があり，

大学院生の利用できる研究室スペースにはかなりの較差

がある。化学専攻では，化学科専用の図書室及び各研究

室の図書を自由に閲覧させている。また，大学院生用の
コピー機や印刷機を購入するなどしている。各研究室で

は大学院生専用の机やパソコンなども整えている。生物

科学専攻では，研究室に大学院生専用の机を用意してい
るが，大学院生専用の演習室は確保できず，スペースが

不足している。地球惑星システム学専攻では実験室とは

別に，５部屋（220m ）を約60名の大学院生用の部屋と
２

して，大学院生全員に専有の机などを用意している。数
理分子生命理学専攻では，出身学科を異にする大学院生

の円滑な研究生活のスタートのために，専攻全員参加に

よる野外研修を実施している。また，各研究室ごとに大

学院生全員に実験スペース及び勉学用の机を準備してい
るが，研究室が理学研究科内に分散している。また，訪

問調査時の大学院生から 「実験系では部屋が狭隘であ，

る」との意見もあった。これらのことから，専攻によっ
て，学習環境に較差があることや，数理分子生命理学専

攻で研究室が分散していることについては，研究科とし

ての大学院生の自主的学習環境の整備の面から，改善が

必要である。

ティーチング・アシスタント（大学院生に学部教育補

助を行わせる制度 ＴＡ ，リサーチ・。以下「 」とする。）

アシスタント（博士課程在学者を研究補助者として雇う
制度 ）の制度については，大学。以下「ＲＡ」とする。

院生の教育能力や研究能力の開発・トレーニングの支援

の場として活用されているが，訪問調査時の大学院生か
，「 ， 」，ら については 教員からの推薦のケースが多いＴＡ

「負担の面や経済的な支援の面では不十分である 「Ｒ」，

Ａは内容があまり知られていない」との意見もあった。

このことから，大学院生への周知や経済的支援面から，
改善を要する。

◇貢献の状況（水準）
取組は教育目的及び目標の達成におおむね貢献してい

るが，改善の余地もある。
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６．教育の質の向上及び改善のためのシス
テム

ここでは，対象組織における教育活動等について，そ

れらの状況や問題点を組織自身が把握するための「教育
の質の向上及び改善のためのシステム」が整備され機能

しているかについて評価し，特記すべき点を「特色ある

取組，優れた点 「改善を要する点，問題点等」として」，
示し，システムの機能の程度を「機能の状況（水準 」）

として示している。

◇特色ある取組・優れた点
， ，理学研究科では 自己点検・評価委員会を中心として

教育研究評価を行い，教育改革に積極的に取り組んでい

る。その一環として，平成13年に大学院教育の課題と工

夫などについて協議するための「大学院・学部教育シン

ポジウム」を開催している。また，平成８年度から定期
的に実施されている全学的な「教養的教育改革全学研修

教員が授業内会 （ファカルティ・ディベロップメント(」

容・方法を改善し，向上させるための組織的な取組の総

）への教員の参加（毎年20名程度）などを通じて教称）
育の質の向上と改善に努めている点は特に優れている。

「 」平成13年度に 大学院生の教育研究環境に関する調査
を実施し，大学院教育の問題点の把握に努めている。教

員への教育実態についても平成13年に調査し，教員から

見た教育の実施状況や問題点を集約している。これらの

調査を通じて，現状の問題点等の把握に努めていること
は，教育の改善のための取組として評価できる。

理学研究科の評価は，平成５年，平成８年に自己点検

・評価を行い 「広島大学理学部・理学研究科自己点検，
・評価実施報告書」として公表されている。また，平成

７年，平成９年には外部者による第三者評価を，①組織

運営，②教育活動，③研究活動，④学会並びに社会にお
ける活動について行い 「第三者評価実施報告書」とし，

て刊行し，教育活動の評価を定常的に行っている。これ

らの自己点検・評価並びに第三者評価の内容を検討し，

広島大学理学研究科の改革の方向の基本方針として 広，「
島大学大学院理学研究科の整備」をまとめ，平成11，12

年度の理学研究科の整備（大学院部局化）へと発展させ

ている。上記から，組織としての評価体制の整備状況及
び活動状況は十分評価できる。

教員人事システムにおいても，物理科学専攻以外の専

攻では，新規採用の助手は平成12年度から任期制を導入
し，人事の流動性により研究科の活性化を図っている。

教員の選考は理学研究科教授会内規と理学研究科教員

選考基準細則にしたがって，能力本位の選考が行われて

いる。教員の出身大学は，広島大学出身者の割合は40％

で，その他も特定の大学に偏ることがなく，出身大学等
にとらわれない，能力本位の教員選考が行われ，教育の

質の向上への努力がなされている。

女性教員は近年の発令年月日が多いこと（平成13年８

月１日に女性教員の採用予定を含む）から判断されるよ
うに，女性教員の割合は改善されつつある。

数学専攻では，学期ごとに講義内容のまとめと反省を
各教員に提出してもらい 『講義を終えて』という冊子，

として大学院生や教員に配布し，その後の講義の改善な

どに役立てている。物理科学専攻では，教員の任用は公

募を原則としている。また，学部専門教育と大学院博士
課程前期の教育を，多くの学生が進学する現状に合わせ

て抜本的改善を図る一貫教育コースの検討を開始してい

る。化学専攻では，化学専攻教務問題検討委員会で常に

カリキュラムの見直しを行い，化学の新しい動向や最先
端化学の進展に対処している。また，不定期であるがア

ンケート調査等を実施し，カリキュラムの問題点の掘り

出しに努めている。生物科学専攻では，大学院生との接
触の機会を増やす努力をし，指導の充実を図っている。

また，国内外での学会発表を積極的に指導している。以

下同様に地球惑星システム学専攻，数理分子生命理学専

攻の数理系・化学系・生命系においても教育の質の向上
に努めている。

◇改善を要する点・問題点等
上記に掲げた自己点検・評価，第三者評価，大学院生

の教育研究環境に関する調査，教員に対する教育業績調
査等や各専攻においての種々の優れた取組を行い，問題

点の洗い出しをしているものの，全体としてそれらの結

果を教育の質の向上と改善に確実に反映させていくため
のシステムが整備されていない。今後，こうしたシステ

ムの構築に向けて改善を要する。

◇機能の状況（水準）
向上及び改善のためのシステムがおおむね機能してい
るが，改善の余地もある。
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Ⅳ 総合的評価結果

大学院を「大学が設定した目的，目標のもとに大学院

教育を行うシステム」と考えると，システムのサブシス
， ， ， ， ，テムとして 研究室 教員群 カリキュラム 教育設備

学生の成績評価・卒業認定システム，学生受入のための

ポリシーがある。教育活動に関する評価とは，これらの
サブシステムが機能し，全体の大学院教育システムとし

ての目的を達成しているかどうかを問うことであろう。

広島大学理学研究科は，これまでのディシプリン（学
問領域）に基づく伝統的な分野での教育・研究によって

こそ，学問の進歩と現代的なニーズに応えられるとの観

点に立ち，現時点では伝統的な理学系研究科の教育・研

究システムを選択し，実験的な試みとして，学際的・分
野横断的な融合領域の数理分子生命理学専攻を立ち上げ

ているとの見解が訪問調査時に示された。学際的な教育

・研究は数理分子生命理学やプロジェクト研究で幅を広
げることを目指している。そのような基本的な方針の下

に，理学系研究科は基礎科学のフロンティアを切り開く

研究者の養成，高度専門知識を有し，社会で活躍できる

企業人，教育関係者の養成を目的・目標として掲げてい
る。

項目別評価で述べたように，教育目的・目標を実現す

るための「教育を行う教員群 「教育のためのカリキュ」，
ラム 「成績評価・卒業認定システム 「教育のための」， 」

設備・施設」は，一部には改善すべき点もあるが，すべ

て満足すべきレベルで機能している。理学研究科が目標
としている優秀な人材の育成に成功して 「大学院教育，

を行うシステム」として成果を上げている。

教育システムが成功していることは「大学院生が活発
な研究活動を行い，所定の期間に大学院生に学位を授与

されていること」で示される。指導教員の大学院生への

教育・研究指導の成果は 院生の論文発表や学会発表大学
の数に端的に現れる。過去５年間の 院生の論文発表大学

数は1,149件，学会発表数は2,233件であり，これは研究

活動に対する教員の指導の適切さを示す優れた成果であ

る。博士課程前期では，過去５年間の修士学位授与率が
平均92％と高い割合を示している。博士課程後期では，

過去５年間の博士学位授与率が平均47％と比較的に高い

が，さらに授与率向上に向けて努力が必要であろう。学

位（博士）の授与方針・基準を研究科として申し合わせ
ており，また各専攻における授与方針・基準が，研究内

容や研究指導の特性に合致している。さらに専攻によっ

ては，予備審査や既存発表論 の本数まで義務付け，厳文
格な審査を行っていることは評価したい。

大学院重点化に合わせてカリキュラムの体系化が実施

され，博士課程前期において，基礎的な内容を必修科目
とするなど，学年に応じた教育研究内容が提供されてい

る。研究室内の教育に加えて，スクーリングを重視した

大学院教育が始められている。レベルの高い研究者を養
成する上でスクーリングを重視していることは，優れた

取組である。

「教育目標に沿って多様な学生を受入れる ，これが」
理学研究科共通のアドミッション・ポリシーの大きな柱

となっている。バラエティに富む入試制度と言う観点の

アドミッション・ポリシーが強調され，大学院の教育・

研究が立脚するポリシーとしては策定されてはいない。
各専攻の 受入方針も「求める学生の理想像」を記述学生

したものにすぎず，学生に求める学習経験・意欲・学力

・適性や学生募集方法，各種入試の在り方と 付け等位地
の全体を見渡したポリシーとしてのアドミッション・ポ

。 ，リシーを策定することが必要である 大学院が一般化し

モラトリアム 院生候補生が増加することも考えられ大学

るので，今の内にポリシーを検討する必要がある。

博士課程後期の大学院生の指導について，教育業績に

関する調査によると，研究科での教員１人当たりの博士

課程後期の指導大学院生の平均数が1.4名であるにも関
わらず，教員によって指導大学院生がいない者から５名

以上指導している者まで差がある現状を分析し，博士課

程後期の一層の充実を図る必要がある。学問の流れと学
部教育の目的・目標も考えた適正な研究分野配置も検討

する余地がある。現在，副指導教員制の導入により，領

域横断的な研究に挑む大学院生を支援する制度はできて

いるので，この制度を活用し，数理分子生命理学専攻以
外でも学問分野横断的・学際的な教育・研究での 院大学

生の育成にも努力が期待される。

狭隘な部屋の問題については，平成13年度に学内の建

物再配置が行われ，理学研究科として改善の努力をして

いる。大学院生室などの居場所の確保，パソコン・ネッ

トワーク環境などの基本的な教育・研究環境の整備につ
， ， 。いて 大学院生のニーズを踏まえ 改善する必要がある

項目別評価において改善・問題点として指摘した事項

， ，の多くは 大学側の怠惰や認識不足によるものではなく
予算や人員の補強でかなりものが解決できるものであ

り，国の教育への投資を必要とするものである。現在の

体制でもできることは，定年教員の後任ポスト等を用い
て学問の趨勢や社会のニーズに応えられる教育・研究環

境を整備して行くことである。
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Ⅴ 評価結果の概要

１．項目別評価の概要

１）アドミッション・ポリシー（学生受入方針）
理学研究科の教育の理念・目的とともに， 受入方学生
針は受験生，学生，教員へホームページ，紹介パンフレ

ット，募集要項など可能な限り多くの方法で公表・周知

が図られており，それに沿って，多様な入試制度を実施

し，学生を受入れている。しかし，学生受入方針の内容
が 「求める学生の理想像」に止まっており，ポリシー，

（政策）として機能するものとなっていない。目的及び

目標にある人材の養成の実現を見据え，多様な入試選抜

方法の位地付け，学生に求める学習経験・学力・意欲等
が記載される詳細な学生受入方針の策定に向けて改善を

要する。また，社会人特別選抜入試やフェニックス入試

に志望者がなく，周知・公表等の面で改善を要する。

２）教育内容面での取組
自然科学の幅広い分野を身に付けさせる教育課程編成

になっており，実際にも機能している。教育課程が体系

化されており，研究室の教育に加え，スクーリングを重
視した大学院教育としては新しい試みを導入し，教育目

標に沿って，各専攻の特色を踏まえた教育課程の編成が

工夫されている。しかし，大学院生の中に，施設・設備

に関する不満もあり，大学院生のニーズを踏まえて改善
を図る必要がある。教員の博士課程後期の指導大学院生

数に差があるので，その原因を分析し，博士課程後期の

一層の充実を図る必要がある。

３）教育方法及び成績評価面での取組
， ，教育方法の工夫がなされており 大学院生の論文発表

学会発表も活発である。また，教育方法も教育目標に沿

って，各専攻で様々な取組を工夫している。成績評価方
法は授業科目内容一覧に明記され，公表されている。論

文審査についても基準を設定し，公平かつ客観的な成績

評価を実施している。学内関連施設の利用が活発に行わ

れ，適切な共同研究支援体制が取られている。

４）教育の達成状況
大学院生が関わる論文発表は過去５年間で1,194 あ件

り，学会発表が活発に行われており，受賞や助成等の援

助も受けている。修士号の授与率も過去５年間で92％と
十分に高いものとなっている。博士号の授与率は低いも

のではないが，目的・目標に照らし，さらなる向上に向

けた方策の検討が望ましい。
進路状況については，専攻分野の特色を生かした分野

で活躍する者が多いが，博士課程修了時に進路未定の者

も少なくなく，改善を要する。

５）学生に対する支援
図書館が十分に整備され，豊富な資料が活用できる。

ハラスメント相談委員や保健管理センターなどの相談体
制が整えられ，周知されている。経済支援については周

知を図っており，就職についても指導教員をはじめ，全

学組織である学生就職センターを中心に支援を行ってい

る。しかし，学習環境については，専攻間に較差が見受
けられ，また，研究室が分散している専攻もあり，改善

が必要である。 ， 制度が活用されているが，大ＴＡ ＲＡ

学院生への周知や経済的支援面では改善を要する。

６）教育の質の向上及び改善のためのシステム
自己点検・評価委員会を中心に，積極的に教育改革に

。 ，取組んでいる 大学院生及び教員に対して調査を実施し

それぞれの面から見た問題点等の把握に努めている。教

員人事については，基準に従って能力本位で行うととも
， ， 。 ，に 任期制を採用し 人事の流動化を図っている また

各専攻で，教育の質の向上に向けた様々な取組を行って

いる。自己点検・評価，第三者評価等で指摘された問題
点を確実に改善していくためのシステムが整備されてい

ない点は，改善の余地がある。

２．総合的評価の概要

研究科のポリシーとして機能するアドミッション・ポ

リシーの策定が望まれる。広島大学理学研究科は教育シ

ステムとして十分にその目標を達成しているが，知識の
爆発的な増加や学問領域の発展とそのボーダレス化にも

対応できる教育・研究体制を備えて準備する必要があ

る。
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Ⅵ 意見の申立て及びその対応

当機構は，評価結果を確定するに当たり，あらかじめ当該組織に対して評価結果を示し，その内容が既に提出されて

いる自己評価書及び根拠資料並びに訪問調査における意見の範囲内で，事実関係から正確性を欠くなどの意見がある場
合に意見の申立てを行うよう求めた。機構では，意見の申立てがあったものに対し，その対応について大学評価委員会

等において審議を行い，必要に応じて評価結果を修正の上，最終的な評価結果を確定した。

ここでは，当該組織からの申立ての内容とそれへの対応を示している。

申立ての内容 申立てへの対応

総合的評価結果【評価項目】

広島大学理学研究科は，これまでのディ 原文のままとした。【評価結果】 【対応】

シプリン（学問領域）に基づく伝統的な分野での教育・

研究によってこそ，学問の進歩と現代的なニーズに応え

「 ，られるとの観点に立ち，現時点では伝統的な理学系研究 申立ての理由において 大学院教育・研究は【 】理由
科の教育・研究システムを選択し 実験的な試みとして 伝統的な理学系研究科の教育・研究システムを重視しな， ，

学際的・分野横断的な融合領域の数理分子生命理学専攻 がらも，新しい学問領域への積極的挑戦も目標としてい

を立ち上げているとの見解が訪問調査時に示された。 る 」とあるが，現状では一専攻がおかれているのみで。

あり，評価結果の記述とした。
上記下線部は誤解を招くので，次のとおり変【意見】

更を申し立てます。

３行目 「実験的な試みとして 」を，
「新しい学問領域への積極的挑戦として 」に変更，

「伝統的な理学系の教育・研究システムの選【理由】

択」は，主として学部教育に関してであり，大学院教育
・研究は，伝統的な理学系研究科の教育・研究システム

を重視しながらも，新しい学問領域への積極的挑戦も目

標としている。この点は，訪問調査の際に説明した。ま

た 「新しい学問領域への積極的挑戦」は，自己評価書，
の教育目標にも掲げています。

広島大学大学院理学研究科


